












はじめに 

 周産期医学の進歩により,周産期死亡率は大巾な改善がみられているのは周知のとおり

である。しかしながら,それにともなって,周産期死亡の原因も次第に変化しつつあるよう

に推測されている。すなわち,周産期死亡発生防止のためには,急速に変りつつあるこれら

の要因を解析し,社会構造,診療体制,診療レベルの向上などに見合った新たな発生防止対

策が策定されなければならない。 

 私どもは,武田班による周産期死亡原因解析による結果をうけて,この 3 年間,周産期死

亡発生防止のための指針作成にとりくんできた。すなわち,指針の素案を作るための資料蒐

集,討議,各研究協力者による素案提出,全体討議による指針作成の各段階を設定し,主とし

て,以下の主題にとりくんできた。 

1.新生児救急の立場からみた周産期死亡に影響を与える諸因子の解析 

2.分娩前および分娩中の胎児監視とその効果 

3.新生児仮死発生の基礎的背景と対策 

4.個々の産科的疾患に対する対策 

 さて,3 年間の研究の成果をふり返ってみると,そのテーマによっては,ある程度の指針

を出せる段階まで進むことができたものがあるとはいえ,全体として,はっきりした形での

指針とまでは到定行きつくことができなかった感じはまぬがれ難い。そこで,ここでは,各

テーマ毎に 3年間の成果をまとめ今後の資料としたいと考える。なお,個々の詳細について

は,本研究班昭和 5確度及び 56 年度報告書,ならびに,本報告書各個研究者の報告を参照さ

れたい。 


